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XL-Calibur計画は、15 − 80 keVの硬 X線帯域での高感度な偏光観測を目標とする、日米スウェーデンの国
際協力で行われる気球実験である。我々は、高い集光力を実現するために本計画で搭載する、焦点距離 12m、口
径 45 cmのWolter I 型 2回反射斜入射望遠鏡の開発を行っている。2021年 6月に大型放射光施設 SPring-8の
BL20B2にて望遠鏡の性能を測定し、フライト前の最終性能とした (2021年秋季年会V310b)。
　その後第 1回目のフライトを 2022年 7月 12日から 7月 18日にかけて実施した。スウェーデンからカナダまで
高度 40 kmで偏光観測を行い、目立った損傷がない状態の望遠鏡を無事に回収することができた。そしてフライ
トを終えた望遠鏡について、2023年 1月と 4月に SPring-8の BL20B2にて、望遠鏡性能を測定するために 2021
年 6月と同様の実験を行った。本実験では 20− 70 keVの調整したビームを使い、望遠鏡をラスタースキャンす
ることで全面にX線を当てた状況を再現し、取得した反射光から望遠鏡の性能を表す有効面積とHPD、PSFを
算出した。また 30, 50 keVのビームを用いたラスタースキャンによって Vignetting関数と光軸を決定した。本
講演では、フライト前後における地上試験で測定したX線望遠鏡の性能を比較した結果について報告する。


